
公共事業再評価対象事業
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平成２８年度 第３回富山県公共事業評価委員会

平成２８年１１月２日
富山県 土木部
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土木部の平成２８年度再評価対象事業概要

道路 河川 砂防
地す
べり

急傾
斜

合計

対象事業数 ４ ５ １１ １ ３ ２４

再評価 ３ ２
１０

（５）
１ ３

１９

（５）

再々評価

３回目

以上

１

（１）

３

（２）
１

５

（３）

重点審議

箇所
１ ２ ５ ー ー ８

○再評価対象事業数

（ ）は重点審議箇所内数
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（国）471号 利賀BP 地久子川
谷内川 小矢部川水系五十里道重、打尾川、正谷

庄川水系大谷、その他水系泊谷

谷内川

小矢部川水系
五十里道重

第２回評価委員会（現地視察）



一級

（国管理）

10.2 %

一級

（県管理）

60.8% 

二級

（県管理）

29.0 %

167.6km

1,003.5km

477.5km 河川総延長
1,649km

うち県管理河川
1,481km

・一級河川は黒部川、常願寺川、神通川、

庄川、小矢部川の５水系216河川。

・二級河川は片貝川、早月川など

２９水系、101河川。

富山県の河川概要
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②山田川

①地久子川

山田川

池川

②山田川（南砺市（旧城端町））

被害状況；平成20年7月28日

＜参考＞ H20.7.28の南砺市を襲った猛烈な豪雨
小院瀬見（国交省観測所）で132㎜/h
城端ダム（富山県観測所）で112㎜/h

①地久子川（高岡市）
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過去の浸水被害状況

浸水家屋数（棟）
一般資産被害額（百万円）

県内の時間雨量50mm以上の降雨発生回数

浸水被害状況；平成24年7月21日

※H27年の一般資産被害額は集計中

S61 H7 H10 H16 H27H20

近年ゲリラ豪雨が頻発

昭和44年7月27日 ～ 8月12日 集中豪雨及び台風７号

平成10年9月18日 ～ 9月26日 台風６・７号

平成11年9月13日 ～ 9月25日 台風１６・１８号

平成16年7月25日 ～ 7月26日 集中豪雨

平成20年7月26日 ～ 8月16日 集中豪雨

平成24年7月20日 ～ 7月21日 集中豪雨

平成26年7月19日 ～ 7月20日 集中豪雨

富山県の浸水被害
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総合的な治水対策について

総

合

的

な

治

水

対

策

河
川
改
修

流
域
対
策

被
害
軽
減
対
策

・河道の整備（築堤・浚渫など）

・放水路などの建設

・雨水貯留浸透施設の設置

・遊水地の整備（農地貯留）

・緊急浸水対策計画策定

・浸水想定区域図及び
洪水ハザードマップの作成

・河川水位や雨量情報の
的確な提供

被害軽減対策
（ソフト対策）
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流 域 対 策
（貯留施設の整備など）

河 川 改 修
（河道の整備など）



横江宮川

事業箇所：小矢部市小神外
事業延長：１，３００ｍ
事業期間：H24～
事業内容：護岸工、橋梁工他

標準横断図

住宅地
小矢部川
本川堤防

▽ 28.65 ▽ 28.65

1 :
2 .

0
▽ 27.13▽ 27.13 ▽ H.W.L 27.45

1:2.0 1:2
.0

30.7m

5.
8m

▽22.83

9.0m

H20.7浸水状況 H10.7水状況

鴨川

白岩川

事業箇所：富山市水橋
事業延長：６，８００ｍ
事業期間：S45～
事業内容：護岸工、橋梁工他

護岸設置箇所
S44.8浸水状況

小矢部川

横江宮川

白岩川

鴨川

沖田川

地久子川

寺川

仏生寺川

坪野川

谷内川

主な河川事業実施箇所

黒瀬川

太田川

黒瀬川 神谷川

黒瀬川

事業箇所：黒部市荒町外
事業延長：５，０２４ｍ
事業期間：S54～
事業内容：護岸工、ＪＲ橋梁架替工他

仏生寺川

事業箇所：氷見市園外
事業延長：７，３４１ｍ
事業期間：S43～
事業内容：護岸工、橋梁工他

太田川

事業箇所：富山赤田外
事業延長：２，９９０ｍ
事業期間：S49～
事業内容：護岸工、橋梁工他

H10.7浸水状況

H10.7出水状況

H10.7出水状況

・近年の豪雨により、市街地等で浸水被害が発生した河川における重点整備
・過去に大きな浸水被害が発生した河川における計画的な整備

護岸延伸

整備済

今後整備

効果的な治水事業の実施

泉川

経田海岸

緊急浸水対策

市町村が主体となり、河川の流域全
体での総合的な浸水対策計画を策
定。県が策定に係る調査費を補助。

県 市 地元

短期計画
<概ね5年以内>

・取水堰の撤去
・堆積土砂の撤去
・石積間詰補強
・護岸嵩上げ

・防災情報や避難
情報等の提供
・土のう等の配布
・自治会による防
災活動及び水田
貯留の支援

・自治会による防
災活動
・ため池活用の検
討
・水田貯留への協
力

長期計画
<概ね5年以上>

・河道拡幅 ・雨水浸透ます

役割分担
目標

○浸水対策の例(氷見市泉川の場合)

年　度 市・流域 年　度 市・流域

平成22年度 氷見市泉川流域 富山市いたち川流域

魚津市鴨川流域 魚津市坊田川流域

黒部市高橋川流域 滑川市中川流域

南砺市池川流域 黒部市黒瀬川流域

高岡市地久子川流域 平成27年度 朝日町寺川流域

平成25年度 小矢部市横江宮川流域

平成23年度

平成24年度

平成26年度

市町村（施設管理者）

　・下水道事業

　・河川事業（準用河川）

フォローアップ

浸水対策の実施

　　　　　　　　　　　　【構成】　県、市町村、土地改良区等

　・かんがい排水事業　等

浸水被害対策連絡協議会　（事務局：市町村）

・進捗状況の把握　・効果の検証

県（施設管理者）

・河川事業　等

緊急浸水対策計画（アクションプログラム）
策 定

支援

雨
量
情
報
等
の
提
供

調
査
費
の
補
助

技
術
的
助
言
・
指
導

県

○これまでの策定流域
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事業箇所：魚津市湊町
～相ノ木

事業延長：2,160ｍ
事業期間：H13～
事業内容：放水路整備

H10.7出水状況

放水路整備
放水路
内部状況



田中小学校

あいの風富山
鉄道線

中川

改修計画の概要

・計画流量 26m3/s
・計画規模 1/50
全体計画

・事業内容 延長 L＝423m（放水路）
・着手年度 平成14年度

放水路延長=423m

27年度まで

28年度

凡 例

沖田川

平常時

平成24年9月11日 浸水状況

沖田川

 H13.6.29浸水状況 

床上浸水   4戸  

床下浸水 199戸 

浸水面積 3.6ha 

 H20.7.8浸水状況 

床上浸水   2戸 

床下浸水  24戸 

浸水面積 0.8ha 

 H24.9.11浸水状況 

床下浸水   5戸 

浸水面積 0.3ha 

物
件
補
償

必要な断面

現況断面図

物
件
補
償

現川

整
備

放
水
路

滑川市都市計画道路事業

Ｗ＝１２．０ｍ

沖田川放水路事業
W=5.6m

標準断面図

沖田川河川改修事業（滑川市河端町外地内）
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• 近年、全国各地でゲリラ豪雨等による災害が頻発
⇒ H26年7月に魚津市などで局地的な集中豪雨により浸水被害等が発生したことを受け、災害の発生を未然に防ぎ、災害の発生源対策や
適時適切な維持管理に資する事業を行うため、H26年9月補正予算にて災害未然防止対策事業を創設

• H26年12月、浚渫・伐木について5ヶ年の実施計画(H27～H31）を策定

北日本新聞 撮影
７/２０ ０:３５頃
（下村木町）

平成26年7月19日魚津市六郎丸地内で、観測
史上最大の83mm（日最大１時間降水量22時
54分～）を記録

豪雨直後に土砂が堆積し断面不足

多くの公共土木施設等が被災

河川内に土砂が堆積し、流下能力が低下

鴨川・本江橋（魚津市本江）

山腹斜面が崩壊し、東山神社が倒壊

倒壊した東山神社

（魚津市東山）

未然防止対策
流下能力を高める河道の伐木流下能力を高める河道の浚渫

栃津川（上市町若宮）

対策前 対策後

上市川（上市町森尻）

災害未然防止対策(浚渫・伐木）
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洪水浸水想定区域図の作成

・前提となる降雨を、計画規模から、想定し得る最大規模に変更
・洪水時家屋倒壊危険ゾーンの設定

・浸水継続時間の算出※1

・地下で連続する施設を通じて浸水する地下街等も浸水想定区域の一部として指定※2

※1：長時間にわたり浸水するおそれのある場合に限る
※2：地上部分の浸水が想定されない地下街等であって、相当規模かつ当該地下街の利用者の円滑かつ迅速な避難の確

保が必要なものに限る

水防法改正（H27年７月）に伴う洪水浸水想定区域図作成に関する改善事項

避難勧告等の対象とする区域と避難行動について（避難勧告等の判断・伝達
ﾏﾆｭｱﾙ作成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ説明会資料（内閣府（防災担当）、H26）に加筆修正）

洪水による浸水区域、浸水深とあわせて、
洪水時家屋倒壊危険ゾーンや浸水継続時
間も公表

これらの情報と想定浸水深から、洪水時に
水平避難が必要な区域・垂直避難が可能な
区域を判定

避難勧告の対象区域の絞り込みや、住民の
避難判断に活用

⇒洪水ハザードマップの作成・公表（市町村）
県内41水位周知河川のうち、<H28>小矢部川など7河川で作成予定

富山県の取り組み
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○導入効果
・各職員のパソコンで
閲覧可能。

・システム運用コストの
削減。

・通信仕様の統一化。
・豊富な情報を閲覧可能

○富山河川情報システムとは…
県下全域に設置された雨量計や河川の水位計等のデータを迅速

に収集し、インターネット等により情報提供するシステム。

○富山県河川情報システムの問題点
・専用端末上でしかシステムを利用できない。
・通信仕様がメーカー独自仕様である。
・システムの老朽化による機器障害が頻発。
・故障時の部品調達が困難。

（２）河川監視カメラ等の整備

○県民及び水防関係者に河川の視覚情報の提供
○水位計故障時のバックアップ機能

※画面のイメージ

統一河川情報システム(富山県版)の導入

観測局数
雨量局：91局
水位局：72局
ダム局：18局

雨量局平成5年4月から運用開始

【整備計画】
○平成26年度～平成28年度 出先機関に統一河川情報システムを導入
○平成28年度～ 河川監視カメラ等の整備

河川情報システムの改修
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（１）統一河川情報システム(富山県版)の整備



粘り強い構造の堤防等の整備

出典：国土交通省資料 11



利賀ダム建設事業
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参 考

洪水氾濫防止区域内
人口： 約25万6千人
資産： 約4兆3,700億円

工事用道路
国道471号バイ
パス

北日本新聞
H28.8.26日(金)
朝刊3面

北日本新聞
H28.8.30日(火)朝刊1面

H28年8月25日 ダム建設事業の継続を決定

利賀ダム（完成予想図）

■形式：重力式コンクリートダム

■規模：堤高112.0m、

堤頂長232.0m、

堤積570千m3、

総貯水容量31,100千m3

■事業費：約1,150億円


